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ソフトバレーで健康と交流を！
12 月 11 日（日）、平成 28 年度揖斐川町ソフトバレーボール大会が、
揖斐川健康広場で開催されました。
大会には、町内の各地域から合計 13 チームが参加、
日ごろの練習成果とチームワークを発揮し、熱戦が繰り広げられました。
今年も、さまざまなスポーツ活動を通して、健康で幸せなまちをつくりましょう！



2017. 1  Public Information IBIGAWA 2

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
本
年
も
良
い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る「
揖

斐
川
町
第
２
次
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来

像「
自
然
健
幸
の
ま
ち　
い
び
が
わ
」
の
実

現
に
向
け
ま
し
て
、
揖
斐
川
町
に
暮
ら
す
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
知
恵
を

出
し
、
と
も
に
考
え
、
支
え
合
い
、
自
然
と

と
も
に
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
み

ん
な
で
創
っ
て
い
け
る
よ
う
、
町
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。私

は
、
先
の
町
長
選
に
お
き
ま
し
て
、
町

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
信
任
を
賜
り
、
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の
大
き
さ
を

実
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同
時
に
、

課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
と
重
責
を
厳
粛

に
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
揖
斐
川
町
を
ど
の
よ

う
な
町
に
す
る
の
か
、
行
政
を
運
営
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
難
し
い

時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
や
過
疎
化
の
進
行
、
合
併
に

伴
う
財
政
支
援
措
置
の
段
階
的
縮
小
、
東
日

本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
防
災
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
町
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
は
、
揖
斐
川
を
は
じ
め
と
す
る
清

流
や
豊
か
な
森
林
な
ど
、
こ
れ
ま
で
町
民
の

暮
ら
し
を
支
え
、
町
民
と
と
も
に
暮
ら
し
て

き
た
か
け
が
え
の
な
い
自
然
資
源
や
、
先
人

た
ち
に
よ
っ
て
守
り
、受
け
継
が
れ
て
き
た
、

歴
史
や
文
化
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
自
然
や
歴
史
な
ど
町
の
宝
を
守

り
、
活
か
す
こ
と
で
、
健
康
で
豊
か
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

合
併
以
降
、
防
災
セ
ン
タ
ー
兼
庁
舎
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、
幼
児
園

な
ど
の
基
盤
整
備
や
、国
体
、全
国
育
樹
祭
、

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
等
の
行
事
を
通
し
て
、

合
併
10
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
つ
な

が
っ
た　
ま
ち
も
む
ら
も　
ひ
と
の
わ
も
」

の
土
台
は
で
き
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
課

題
に
町
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
飛
躍
し

て
い
く
時
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
大
野
・
神

戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
に
向
け

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な
ぐ
都
市
計
画
道
路

を
整
備
し
、
昨
年
度
よ
り
岐
阜
県
側
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
工
事
が
着
工
と
な
り
ま
し
た
冠
山

ト
ン
ネ
ル
を
結
び
、
北
陸
と
中
京
圏
を
結
ぶ

大
動
脈
に
し
て
、
流
入
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
街

地
の
区
画
整
理
を
促
進
し
、
企
業
誘
致
や
工

房
な
ど
の
誘
致
と
地
場
産
業
の
活
性
化
に
よ

る
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
り
、
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
が
、
10
年
後
、
20
年
後
、
さ

ら
に
は
50
年
後
、「
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
、
４
つ
の
視
点
に
立
っ
て
、

町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

１
．
み
ん
な
で
創
る「
い
び
が
わ
」

町
民
と
行
政
が
一
緒
に
政
策
を
つ
く
る
場

「
い
び
が
わ
未
来
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
設

置
、
女
性
の
意
見
の
積
極
的
な
反
映
と
活
躍

の
場
の
拡
大
、
民
間
企
業
か
ら
の
採
用
枠
の

検
討
、
行
政
の
見
え
る
化
の
推
進
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
．
優
し
さ
あ
ふ
れ
る「
い
び
が
わ
」

子
ど
も
が
楽
し
め
る
身
近
な
公
園
の
整

備
、
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
の
無
償
化
、
保

育
料
負
担
の
軽
減
、
医
療
・
福
祉
の
連
携
に

よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、「
歩

き
の
ス
ス
メ
」
に
よ
る
健
康
寿
命
の
増
進
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
．
個
性
が
輝
く「
い
び
が
わ
」

町
・
Ｊ
Ａ
い
び
川
・
商
工
会
・
森
林
組
合

　

平
成
29
年　

新
年
の
ご
挨
拶

揖
斐
川
町
長

富
田
和
弘
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の
４
機
関
連
携
強
化
に
よ
る
地
方
創
生
、
岐

阜
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
地
場
産
業
の
活
性

化
、
自
然
、
伝
統
文
化
、
観
光
の
融
合
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
、
企
業
誘
致
・
工
房
誘

致
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

４
．未
来
へ
つ
な
ぐ
防
災
に
強
い「
い
び
が
わ
」

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
消
防
、
防

災
施
設
の
強
化
、
空
き
家
取
り
壊
し
費
用
の

一
部
助
成
、更
地
固
定
資
産
税
の
一
部
免
除
、

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
の
拡
充
、
移
住
・

定
住
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
づ
く
り
は
、
行
政
の

み
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政

と
町
民
の
皆
様
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
き
め
細
や
か
な
町
づ
く
り
が
出
来
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。住
ん
で
よ
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
、
次
世
代
へ
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、
町
政
に
対
す
る
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、「
揖
斐
川
町
第
二
次
総

合
計
画
」
の
初
年
度
で
、
町
民
の
皆
様
と
行

政
が
協
働
・
連
携
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
厳
し
い
経
営
が
続
い

て
い
る
養
老
鉄
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沿
線

市
町
、
近
畿
日
本
鉄
道
㈱
、
養
老
鉄
道
㈱
の

合
意
が
整
い
、
本
年
中
に
新
し
い
事
業
形
態

で
の
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
沿
線
自
治
体
、
企
業
、
民

間
団
体
な
ど
と
一
致
団
結
し
て
、
養
老
鉄
道

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
永
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
、
福

井
県
池
田
町
と
揖
斐
川
町
を
結
ぶ
国
道

４
１
７
号「
冠
山
峠
道
路
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
か
ら
揖
斐
川
町
区
間
の
ト
ン
ネ
ル

掘
削
工
事
が
開
始
さ
れ
、北
陸
と
の
人
、物
、

情
報
の
交
流
発
展
に
つ
な
が
る
道
路
と
し

て
、
早
期
完
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

谷
汲
緑
地
公
園
で
は
、
町
の
豊
か
な
森
林

を
活
用
し
た「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
体
験
会

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
親
子
連
れ

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子

ど
も
の
自
主
性
を
大
切
に
し
た
新
た
な
育
児

ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
揖
斐
川
町
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
当
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
不

足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
魅
力
あ

る
定
住
環
境
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
昨
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
を
踏
ま
え
て
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」

の
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ
、
地
震
、
水
害
、

原
子
力
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
す
る
地
域

防
災
力
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る「
自
然
健
幸
の
ま

ち　
い
び
が
わ
」
の
実
現
に
は
、
揖
斐
川
町

で
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
町
の
自

然
や
文
化
、歴
史
を
守
り
、活
か
し
な
が
ら
、

町
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
町
民
の
代
表

で
あ
る
議
会
及
び
そ
の
議
員
の
果
た
す
べ
き

役
割
や
責
務
は
、
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま

す
。私

ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
昨

年
よ
り
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
、
活
性
化
し
た
議

会
を
目
指
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
喜
び
と
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
議
会
議
長

大
久
保
　
為
芳
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～5年ぶりに晴天に恵まれた29回大会～
いびがわマラソン2016が、11月13日（日）に盛大に開催されました

全国、そして海外からも、およそ9,000人のランナーが集まり、紅葉真っ盛りの揖斐川沿いを駆
け抜けました。同日開催された「谷汲もみじまつり」や、ランナーの家族や友人にも人気の「いびが
わウォーキング」も大勢の方が参加し、来場者は3万人を越えました。
ランナーからは、紅葉で彩られた山々と清流揖斐川の美しさ、心のこもったボランティアのサポー
ト、小さな子から年輩の方まで町をあげての応援に、感動と感謝の声が続々と届いています。
あらためまして、無事に大会を終えましたことに感謝いたします。ありがとうございました。

いびがわマラソン情報
今月の
特集
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◆男子フル	 牧村　英充（𦙾永）	 藤原　慶和（清水）	 坪井　信親（三輪）	 今村　芳隆（清水）	 窪田　尚幸（和田）	
牧村　哲男（新宮）	 杉本栄五郎（乙原）	 松久　康弘（新宮）	 早見　知浩（上野）	 林　　泰孝（志津山）	 高橋　千秋（乙原）	
山田　勝則（𦙾永）	 坪井　秀行（三輪）	 橋本　清誠（極楽寺）	 野原　隆広（𦙾永）	 松久　正樹（新宮）	 杉本　慎治（乙原）	
若原　昭広（長良）	 阿蘓　　弘（谷汲木曽屋）	高橋　達弥（北方）	 吉田　和彦（北方）	 小石三千秋（上野）	 山本　浩司（三輪）	
佐藤　重明（谷汲徳積）	 増田　勝博（小谷）	 井口　義信（市場）	 窪田　有佑（下岡島）	 細野　芳勝（上ミ野）	 高橋　　豊（𦙾永）	
内藤　成勅（市場）	 窪田　伝昌（和田）	 吉村　康介（坂内坂本）	 杉山　裕明（北方）	 廣瀬　　誠（北方）	 窪田　高広（岡）	
田谷　雅人（清水）	 窪田　祐直（小島）	 宮川　敏和（北方）	 鈴木　孝栄（上野）	 川地　　悟（三輪）	 富田　純也（房島）	
高橋　芳信（三輪）	 上田　天光（房島）	 高野　和臣（房島）	 竹中　康志（北方）	 山田　竜平（上南方）	 小寺　博文（𦙾永）	
坪井　保憲（𦙾永）	 内藤　重和（春日六合）	 岩井　　健（黒田）	 高橋　一滋（小島）	 仲井　幸雄（谷汲神原）	 加納　政憲（𦙾永）	
若園　敏朗（三輪）	 森田　　良（三輪）	 廣瀬　法昭（外津汲）	 橋本　康男（三輪）	 若園　　渉（小谷）	 中根　信也（坂内坂本）	
石橋　大地（新宮）	 清水　弘樹（上南方）	 横山　陽一（谷汲徳積）	 中村　勇太（下岡島）	 小森　　清（三輪）	 中村　邦利（春日六合）	
宮内　貞彰（市場）	 所　　幸孝（三輪）	 渡邊　正明（岡）	 森　　秀樹（上岡島）	 細野　道秋（和田）	 細野　浩司（三輪）	
野田　　優（三輪）

◆女子フル	 松井　奈穂（𦙾永）	 山本真理子（三輪）	 野原　麻衣（𦙾永）	 高橋　万里（小島）	 成瀬　純子（和田）	
坪井　美奈（𦙾永）	 山本千恵子（三輪）	 野原　昭子（和田）	 坪井　里美（𦙾永）	 窪田美季子（和田）	 上田　智美（房島）	
田原　美鶴（小谷）	 澤野　麻美（三輪）

◆男子ハーフ	 香田　　陸（上南方）	 高田　清隆（黒田）	 小寺　瑛大（春日川合）	 森本偉生希（北方）	 大野　晃司（清水）	
村瀬　彪流（東横山）	 瀬川　正樹（上野）	 高橋　秀斗（白樫）	 廣瀬　　啓（外津汲）	 国枝　建太（三輪）	 所　　大樹（谷汲高科）	
牧村　涼平（𦙾永）	 廣瀬　　快（外津汲）	 伊藤　　正（三輪）	 小岩　大輝（上野）	 岩井　勇樹（黒田）	 窪田　修平（和田）	
安藤　恭廣（小島）	 鈴木　浩夫（新宮）	 片倉　久一（上南方）	 安藤　展廣（小島）	 小寺　康仁（志津山）	 宗宮　哲也（房島）	
安藤　賢樹（𦙾永）	 井口　卓也（小島）	 水野　隆明（上野）	 細野　洋平（和田）	 高橋謙太郎（上南方）	 小倉　耕汰（上南方）	
松田　千彰（𦙾永）	 北村　真嗣（市場）	 牧村　光祐（北方）	 細野　泰暉（北方）	 若原　正美（福島）	 藤内　崇史（市場）	
栗田　栄作（北方）	 下里　修二（上南方）	 小森　健司（小野）	 窪田　誠司（和田）	 米崎　文雄（極楽寺）	 兼山　　剛（坂内坂本）	
野原　淳一（清水）	 井上　　誠（谷汲岐礼）	 小川　桂市（三輪）	 神足　　健（上南方）	 竹中　丈晴（上野）	 宗宮　正明（房島）	
小寺桂一郎（小島）	 大坪　信彦（三輪）	 市川　昌公（清水）	 牧村　敏則（三輪）	 末永　隼大（極楽寺）	 中村　英洋（下岡島）	
斉藤　　智（三輪）	 野田　英司（三輪）	 長屋　彰宏（三輪）	 中村　泰英（下岡島）	 天野　正晴（上野）	 細野　秀典（和田）	
富田　智之（房島）	 高橋　佑弥（三輪）	 児島　直人（島）	 小倉　武嗣（三輪）	 松原　弘和（下岡島）	 小寺　慶太（小谷）	
細野　誠治（上ミ野）	 田中　伸幸（三輪）	 増田　義己（上野）	 増元　幸太（𦙾永）	 中川　浩美（極楽寺）	 高野　佳祐（房島）	
上田　善仁（房島）	 堀部　秀治（極楽寺）	 山本　紘輔（𦙾永）	 坪井　重憲（下岡島）	 松井　　巧（𦙾永）	 小寺　勝利（東津汲）	
藤井　彰全（清水）	 森本　大介（北方）	 久保田智也（三輪）	 山本　和之（谷汲名礼）	 今村　浩樹（上南方）	 岸本　栄満（清水）	
森田　茂則（三輪）	 森　　健斗（春日六合）	 立川　秀樹（三輪）	 若山　英夫（小島）	 田宮　慶之（下岡島）	 大橋　太郎（𦙾永）	
田中　郁雄（𦙾永）	 小森　慎也（上南方）	 矢野　　崇（三倉）	 橋本　拓也（小島）	 古野　正夫（三輪）	 高橋　一嘉（北方）	
花木　省三（若松）	 安藤　竜範（小島）	 小倉　達也（三輪）	 小椋　英敏（上南方）	 小谷　和彦（北方）	 増田　秀夫（小谷）	
中島　貴都（三輪）	 上田　逸朗（房島）	 森　　康二（春日六合）	 小森　博之（上南方）	 窪田　一樹（岡）	 林　　貞美（若松）	
小倉　栄次（上南方）	 河合　章弘（小島）	 森　　孔暉（春日六合）	 小澤　　勝（大光寺）	 末永　謙二（上南方）	 馬場　好美（上野）	
片岸　晃大（𦙾永）	 細野　尭之（上ミ野）	 高橋　宏輝（白樫）	 岩井　寿徳（黒田）	 小関　輝明（三輪）	 小椋　大綺（北方）	
河瀬弘太郎（北方）	 山田　章人（三輪）	 橋本　辰夫（極楽寺）	 伊東　洋孝（三輪）	 増田　亮介（小谷）	 細野　康隆（和田）	
棚橋　弘久（清水）	 成瀬　慎司（上南方）	 室　　龍都（三輪）	 香田　圭祐（北方）	 松原　　隆（小島）	 村瀬　　崇（三輪）	
高橋　立行（𦙾永）	 増田　義一（小谷）	 村瀬　義伸（上野）	 中村　　勲（下岡島）	 平田　　徹（房島）	 野田　俊雄（三輪）	
野田　雅彦（三輪）	 細野　智仁（和田）	 窪田　幸泰（𦙾永）	 小寺　秀慶（小谷）	 村瀬　隼大（上野）	 渡邊　浩二（上南方）	
藤原　　元（春日小宮神）	 清水　龍司（上野）	 森本　彰徳（北方）	 細野　康彦（上ミ野）	 田村　　広（𦙾永）	 小嶋　聖司（北方）	
新川　勇夫（市場）	 澤　　英和（𦙾永）	 松井進太郎（𦙾永）	 岩井　督之（黒田）	 窪田　政泰（上南方）	 高野不二夫（三輪）	
細野　　工（上ミ野）	 上田　　守（三輪）	 宇佐美智和（市場）	 小寺　義則（小島）	 加藤　将彦（北方）	 山本　幸一（谷汲岐礼）	
土川　　裕（𦙾永）	 宇佐美秀雄（市場）	 石橋寿恵広（岡）	 高橋　孝明（谷汲徳積）	 河瀬九十九（北方）	 井手　　勉（三輪）	
宗宮　　徹（房島）	 窪田　英夫（岡）	 橋本喜久雄（三輪）	 小林　勝一（房島）	 長谷川俊夫（上南方）

◆女子ハーフ	 小寺　育子（小島）	 平井　律子（三輪）	 小森　和恵（大光寺）	 林　　朋子（下岡島）	 江口　美悠（北方）	
堀　　亜希（島）	 井上華奈子（谷汲岐礼）	 衣斐　桃子（小島）	 高橋　香奈（谷汲徳積）	 小谷　実里（北方）	 折戸由加里（北方）	
栗田　紗希（北方）	 中川なつみ（極楽寺）	 折戸　　瞳（北方）	 小木曾　茜（北方）	 川満　千乃（房島）	 今西　範美（北方）	
高崎美佐代（三輪）	 高橋　友子（小島）	 宮川　久美（北方）	 小寺　紗織（東津汲）	 宗宮　奈美（房島）	 高橋　寿子（日坂）	
窪田加奈子（岡）	 土川由美子（上野）	 鈴木　眞弓（上南方）	 浅野　里恵（島）	 牧村　祥子（𦙾永）	 牧村　美鶴（𦙾永）	
高橋千代子（新宮）	 増田容加美（上野）	 折戸　美紀（北方）	 田宮　愛奈（下岡島）	 御田村智子（上南方）	 國枝　朋子（谷汲長瀬）	
竹中　明美（新宮）	 内藤　萌子（市場）	 増田　彩乃（小谷）	 中嶋　菜美（𦙾永）	 大橋　幸子（𦙾永）	 森田登士子（三輪）	
國枝早余子（和田）	 野原千恵子（𦙾永）	 市川あずさ（三輪）	 藤原　好美（春日小宮神）	藤原　美智（春日小宮神）	中村　由紀（和田）	
細野真奈美（上ミ野）	 細野　杏美（上ミ野）	 伊東　香織（三輪）	 小嶋　由美（北方）	 藤原あいみ（黒田）	 若園　菜帆（三輪）	
小谷　エミ（北方）	 山本　裕加（三輪）	 井手　友美（三輪）	 大野由理枝（長良）	 富田千賀子（房島）	 窪田　真以（小島）	
若原　友子（上南方）	 柏　　華苗（三輪）	 河瀬　洋子（北方）	 細野　敦子（上ミ野）	 国枝　誠子（三輪）	 杉山美智子（三輪）	
小林　美樹（房島）	 橋本　恵理（三輪）	 荻野由美子（新宮）

▲選手宣誓は、『ラン婚』(いびがわマラソン婚活イベント)がきっかけで、
大会当日に婚姻届を提出した揖斐川町の牛嶋龍さん・恭子さん夫妻
でした。

完走された揖斐川町の皆さん（昨年より18人増の325人！）敬称略

いびがわマラソン情報
今月の
特集
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■
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
か
ら
の
派
遣
団

11
月
9
日（
水
）
か
ら
11
月
14
日（
月
）
の

6
日
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
か
ら
派
遣
団
が
来
日
し
ま
し

た
。
来
日
し
た
の
は
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ

ソ
ン
の
成
績
優
秀
ラ
ン
ナ
ー
や
地
元
の
中
学

生
な
ど
で
す
。

招
待
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
し
た
4
人
は
い
ず
れ
も
入
賞
し
ま
し

た
。揖

斐
川
町
滞
在
中
は
、
町
内
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
お
宅
で
日
本
文
化
に
触
れ
、
日
本

の
生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生

ら
は
、
揖
斐
川
中
学
校
や
北
和
中
学
校
を
訪

れ
て
、生
徒
同
士
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
、
揖
斐
川
町
の
自

然
や
人
柄
の
良
さ
に
感
動
し
て
帰
国
し
ま

し
た
。

■
揖
斐
川
町
か
ら

�

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
へ
の
派
遣
報
告
書

９
月
28
日（
水
）
か
ら
10
月
５
日（
水
）
の

8
日
間
、
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
優

秀
な
成
績
を
修
め
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が

マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
の
た
め
派
遣
団
と
し
て

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
に
滞
在
し
、
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
は
ア
メ
リ
カ
の
西
部

に
位
置
し
、
赤
い
岩
で
で
き
た
広
大
な
大
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん

は
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
と
は
ま
た
違
っ
た
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、全
員
完
走
し
ま
し
た
。

出
場
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
報
告
書
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５

�

総
合
男
子
優
秀
ラ
ン
ナ
ー　
鈴
木
聖
夫
さ
ん

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
お
互
い
が
ア

ス
リ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
か
ら
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
や
、
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
の
特
徴
、
攻

略
法
な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
は
日
本
に
は

な
い
ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
で
、
私
は
30
㎞
で
力

尽
き
て
し
ま
い
、
完
走
す
る
だ
け
で
精
一
杯

で
し
た
。
悔
い
の
残
る
結
果
で
し
た
の
で
リ

ベ
ン
ジ
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
い

び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
と
同
様
に
、
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
多
く
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
声
援
と
サ
ポ
ー
ト
を
く
だ
さ

り
、
完
走
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５

�

総
合
女
子
優
秀
ラ
ン
ナ
ー　
田
村
あ
す
み
さ
ん

私
は
今
回
２
回
目
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
派

遣
で
し
た
。

そ
の
た
め
、コ
ー
ス
も
あ
る
程
度
分
か
っ

て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
実
際
ま
た
走

る
と
、
下
り
の
激
し
い
厳
し
い
コ
ー
ス
で

し
た
。

ハ
ー
フ
地
点
直
前
で
足
に
違
和
感
を
感

じ
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
か
ら

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
走
ろ
う
と
思
い
走
り

だ
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
広
大
な
景
色
と
沿
道
の
声
援

が
ど
ん
ど
ん
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
、
足
を

前
へ
と
進
め
て
く
れ
て
、
気
持
ち
を
切
ら

さ
ず
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

結
果
は
目
標
の
3
時
間
は
き
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
そ
れ
以
上
に
と
て
も
良
い
経
験
、
得

た
も
の
が
大
き
く
、
前
回
と
は
ま
た
違
っ
た

も
の
を
感
じ
た
レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５

�

町
内
男
子
優
秀
ラ
ン
ナ
ー　
藤
原
慶
和
さ
ん

マ
ラ
ソ
ン
当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
20
分
前
に

到
着
し
、
あ
ま
り
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が

で
き
ず
、
高
低
差
８
０
０
ｍ
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
多
い
コ
ー
ス
で
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
走
り
始
め
る
と
観
衆
の
応
援
、

共
に
走
る
ラ
ン
ナ
ー
の
励
ま
し
、
壮
大
な
景

色
に
気
分
が
高
ま
り
、
心
配
を
忘
れ
て
し
ま

う
程
、
楽
し
く
走
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
派
遣
団
と
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
祝
福
を
受
け
、
完
走
し
た
喜
び
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
は
、本
当
に
自
然
豊
か
で
、

と
て
も
景
色
が
綺
麗
な
街
で
し
た
。
そ
ん
な

素
敵
な
場
所
で
、
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５

�

町
内
女
子
優
秀
ラ
ン
ナ
ー　
澤
野
麻
美
さ
ん

ス
タ
ー
ト
地
点
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
は

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
バ

ス
を
降
り
て
み
る
と
大
き
な
音
で
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
な
音
楽
が
流
れ
、
お
祭
り
の
様
な
雰
囲

気
に
緊
張
も
一
気
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
広
大
な
絶
景
が
続
く
一
本
道
。

沿
道
で
は
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
く
ら

い
、熱
心
に
応
援
し
て
下
さ
る
現
地
の
方
々
。

更
に
自
己
ベ
ス
ト
も
更
新
し
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
ス
ナ
イ
ダ
ー
夫
妻

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
夫

妻
は
と
て
も
愉
快
な
方
た
ち
で
、
単
語
や

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
冗
談
な
ど
を
言
い

な
が
ら
、
い
つ
も
笑
っ
て
過
ご
せ
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の

�
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た▲ハーフマラソンで優勝したライリーさん（右端）

▲派遣ランナーの皆さん（前列）
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町
内
の
美
味
し
い
農
産
物
や
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
い
び
が

わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月
19
日

（
土
）、20
日（
日
）と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は

な
も
も
」、
Ｊ
Ａ
い
び
川
本
店
前
の
駐
車
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
町
、
Ｊ
Ａ
い
び
川
、
商
工

会
、揖
斐
郡
森
林
組
合
が
連
携
し
て
主
催
し
、

関
係
の
事
業
所
や
飲
食
店
、
揖
斐
高
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
42
団
体
が
、
展
示
即
売
、
軽
食
な
ど

の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

お
に
ぎ
り
、
豚
汁
の
無
料
配
布
に
は
、
長

い
列
が
で
き
、
会
場
が
大
勢
の
人
で
埋
め
尽

く
さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
に
大

人
気
の「
動
物
戦
隊
ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー
」

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
、
足
を

止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
29
日（
土
）、
揖
斐
川
町
𦙾
永
地
区
の

親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
も
ろ
こ
し
村
で
恒
例
の

秋
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
ろ
こ
し
村
で
は
、
一
口
オ
ー
ナ
ー
に
な

れ
ば
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

が
体
験
で
き
ま
す
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
で
、
も
ろ

こ
し
村
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
町
内
外
の
親
子

約
４
０
０
人
が
サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

今
回
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
も
ろ

こ
し
村
を
管
理
す
る
地
元
の
農
家
の
皆
さ
ん

が
丹
精
こ
め
て
栽
培
し
た
も
の
で
、
収
穫
を

終
え
た
参
加
者
は
、
も
ろ
こ
し
村
の
役
員
の

人
が
用
意
し
た
新
米
お
に
ぎ
り
や
き
な
粉
餅

を
振
る
舞
わ
れ
、
秋
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま

し
た
。

11
月
27
日（
日
）、
福
井
県
の
美
浜
原
発
の

事
故
を
想
定
し
た
県
の
原
子
力
防
災
訓
練
が

坂
内
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
訓
練
は
、
原

子
力
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
の
確
認
と
国
・

県
・
揖
斐
川
町
・
関
係
機
関
の
連
携
体
制
の

強
化
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
町
民
や
関
係

機
関
な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
原
発
か
ら
半
径
30
キ
ロ

圏
）
に
か
か
る
川
上
地
区
に
加
え
、
坂
内
全

地
域
の
住
民
避
難
を
想
定
し
、
従
来
の
バ
ス

や
自
衛
隊
車
両
に
加
え
、
避
難
指
示
の
あ
っ

た
場
合
の
原
則
で
あ
る
自
家
用
車
で
の
避
難

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

避
難
先
の
健
康
広
場
で
は
、
車
両
用
ゲ
ー

ト
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
た
検
査
や
、
放
射
線

の
有
無
を
調
べ
る
検
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

11
月
23
日（
水
・
祝
）、
秋
の
城
台
山
公
園

と
揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
約
３
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
揖
斐
川
の
自
然
や
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
、
町
並
み
を
巡
り
、
町
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ウ
ェ
ア
や
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
は
、
揖
斐
川
町
役
場

か
ら
出
発
し
、
全
長
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

所
要
時
間
２
時
間
30
分
の
コ
ー
ス
を
楽
し
み

ま
し
た
。

こ
の
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
で
、
参
加

者
は
城
台
山
公
園
の
紅
葉
や
、
歴
史
あ
る
揖

斐
の
町
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
上
に
は
、
豚
汁
・
甘
酒
の
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
、
参
加
者
は
秋
の
揖
斐
川
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

▲力を合わせてサツマイモを掘る参加者ら

▲放射線を拭き取る簡易除染訓練

▲城台山公園揖斐城跡付近を見学

▲たくさんの人で賑わったステージイベント

も
ろ
こ
し
村
秋
の
収
穫
祭

岐
阜
県
原
子
力
防
災
訓
練

秋
の
城
台
山
公
園
と

揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

い
び
が
わ
産
業

�
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
盛
況
！
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 平成 28 年度　あったかい言葉　50 撰 
揖斐川町青少年育成町民会議主催で、あったかい言葉を募集しました。合計2,815作品の応募があり、その中で50作

品を選出しましたので紹介します。 （敬称略・学年順）
揖斐小学校　２年　山田　ゆうと　さん：「１ばんがんばっているのは、ゆうとだ」
　サッカーでリフティングのきろくがぜんぜんのびなかったとき、おとうさんが「おまえが１ばんのびている」といわれたので、きろくが80回になりました。
揖斐小学校　３年　細野　聖紘　さん：「いつでもおうえんしているよ」
　ぼくには、保育園で２年間教えてもらった先生がいます。ひっこしすることをつたえた時「いつでもおうえんしているよ。不安だと思うけど、みんなより友だ
ちがたくさんできるよ」と言ってくれました。うれしかったです。
揖斐小学校　６年　牧村　悠矢　さん
　登校するときの集合場所に行くときや、下校で帰っている途中に近所の人が「いってらっしゃい」や「おかえり」と言ってくれる。ぼくはできるだけ元気な
声で「いってきます」や「ただいま」と返す。
大和小学校　２年　たかはし　りゅうせい　さん：「いっしょにあそぼ」
　ぼくが、ひる休みのとき一人であるいていたら、らいとさんが「いっしょにあそぼ」と言ってくれました。こんどは、ぼくから言ってあげたいです。
大和小学校　４年　香田　啓汰　さん：「おしごとおつかれさま」
　ぼくはときどき、お父さんとお母さんに「いつもおしごとおつかれさま」と言います。お母さんたちは、朝早く家を出ていったり、夜おそくまでしごとを
してたいへんだなと思うからです。
大和小学校　６年　大澤　右京　さん：「いっしょに探すよ」
　ぼくが自転車のカギをなくした時に、友達が「いっしょに探すよ」と言ってくれました。結果、自転車のカギは見つからなかったけれど、とてもうれしかった
です。
北方小学校　１年　つつい　ももか　さん：「ぜったいできるよ！」
　クロールのいきつぎのれんしゅうにつきあってくれたよ。そのとき「ぜったいにできるよ」といってくれました。だから、まほうがかかったようにできたよ。
北方小学校　４年　高橋　芙衣　さん
　私は、遠くにいる人でも、いつも大きな声であいさつをします。すると、お母さんが「『いつもあいさつをしてくれてうれしい』と言ってくれる人がいたよ」
と教えてくれました。心があたたかくなりました。
清水小学校　１年　古川　そうま　さん：「おかえり、がんばったね」
　まいあさ、ねむいけどラジオたいそうにいって、かえってきたぼくに「おかえり、がんばったね」といってむかえてくれて、うれしかったよ。
清水小学校　６年　若原　愛莉　さん：「ありがとう」
　私がお母さん達とゴミ拾いに行った後、ゴミを捨てに行ったら、近くの人に「雨の中ありがとう」と言われました。言ってくれた人も雨の中ずっと
作業をしていたのに、私達に「ありがとう」という言葉をかけてくれてうれしくなりました。
小島小学校　１年　くぼた　はすみ　さん：「がんばっていこうね」
　あさ、とうこうするとき「がんばっていこうね」と、こえをかけてくれる、ちいきのひとのおかげで、がんばってあるけます。
小島小学校　３年　高橋　花　さん：「一緒に遊ぼ！」
　私が一人で遊んでいるとき「つまらないなぁ」と思っていたら「一緒に遊ぼ。私も一人なんだ」と言ってくれた。うれしかったな。
小島小学校　５年　瀬川　楓太　さん：「がんばったね」
僕が学校から帰る途中、地域の人が「おかえり。今日、何時間だった。がんばったね」と声を掛けてくれる。僕はその後、とてもうれしくなった。
谷汲小学校　１年　もりもと　ありな　さん
「おはようございます」って、おばあちゃんにいったよ。「『ございます』つけてくれてありがとう」っていってもらえたよ。
谷汲小学校　６年　玉井　朔也　さん：「ドンマイ」
　朝の大なわ練習の時に、友達がひっかかってしまった僕に「ドンマイ」と言ってくれました。大きな声でやさしく言ってくれるので、次はひっかから
ないようにがんばってとぼうと思いました。僕も大きな声でやさしく「ドンマイ」と言ってあげたいです。
春日小学校　５年　仲野　流生　さん：「あいさつ」
　学校に行くときの道に、地域の人がいました。ぼくに向かって「おはよう」と心のこもったあいさつをしてくださいました。それでぼくは、とても心が
あったかくなりました。
揖斐川中学校　１年　土川　侑那　さん：「おはよう」
　夏休みのラジオ体操に行くときに、地域の方々が「おはよう」と、いつも言ってくださいます。私も「おはようございます」と返します。あいさつをする
ことで元気に１日をスタートすることができました。
揖斐川中学校　１年　坪井　美優　さん
　家に帰ると、おばあちゃんが出迎えてくれる。お父さんとお母さんが共働きなので、おばあちゃんが私に目一杯の愛を注いでくれています。おば
あちゃんも高れいのため身体の自由が利かないけど、優しくしてくれます。感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとう。
揖斐川中学校　２年　今村　芽采莉　さん：「おはようございます」
　地域の人に出会ったとき「おはようございます」と、あいさつをしようかとても迷う。勇気を出してあいさつをすると、にっこり笑ってあいさつをして
くださる。あいさつしてよかったな。心が温かくなった。
揖斐川中学校　３年　松原　未玖　さん：「ありがとう」
　引退前最後の試合、悔しくて泣いていたとき「涙がでるってことは頑張った証拠だよ」と言ってくれたお母さん。頑張ってこれたのはお母さんの
おかげだよ。ありがとう。
北和中学校　１年　森本　愛歌　さん：「元気のよいあいさつをありがとう。エネルギーをもらったよ」
　学校から帰る途中、地域の人が「おかえり」と声をかけてくれた。私は大きな声で「ただいま」と言ったら地域の人に「元気のよいあいさつをありがとう。
エネルギーをもらったよ」と言ってくれた。これからも地域の人に会ったら進んで大きな声であいさつをしたい。
北和中学校　２年　林　洸仁　さん
　今回の夏休みでは、個人的な目標をつけた。何かをしてもらったら「ありがとう」を言おうとしていた。いざやってみると、ありがとうを一番多く
言ったのは母さんだった。掃除、洗濯、料理、世話．．．こうしてみると親がどれだけのことをしているかが分かった。ありがとう。
北和中学校　３年　石原　佳名乃　さん：「ごめんね」
　友だちとケンカしたとき、初めは自分は悪くないと思っていたけど、素直に謝ったら「こっちこそ、ごめんね」と言ってくれました。自分から謝ることで、
温かい言葉が生まれるんだなぁと実感した瞬間でした。
谷汲中学校　２年　山本　麻瑚　さん：「ありがとう」「えらいね」
　夏休みに谷汲デイサービスにボランティアをしに行きました。お茶などを出すたびに一人一人が「ありがとう」や「えらいね」と声を掛けてくれました。
その一言のおかげで疲れたなという気持ちが楽しかったなという気持ちに変わりました。
谷汲中学校　３年　山本　大貴　さん：「おはようございます」
　毎日、ラジオ体操をするために公民館に集まる。僕が地域の方々に「おはようございます」と言うと地域の方々は毎回のように「おはよう」と返し、
笑ってくれる。だから、朝からとてもいい気持ちで生活することができている。
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坂内中学校　１年　山上　日向　さん：「元気がでるのよ！」
　地域の方と会った時、あいさつをしたら「あいさつしてくれると元気がでるのよ！」と言ってくださり、私は心があたたかくなりました。これからも、
元気に大きな声であいさつしたいです。
養基小学校　１年　ますだ　きせき　さん：「うまれてきてくれてありがとう」
　ぼくのたんじょうびに、おかあさんがぼくのことをぎゅっとしながら「うまれてきてくれてありがとう」と、いってくれて、うれしいきもちになりました。
養基小学校　４年　安藤　梨乃　さん
　私がいつも学校へ行くとき、みまもり隊の方が「おはよう」「今日は楽しかった？」と声をかけてくれる。だから、私は笑顔で「おはよう」「今日は○○
が楽しかった」と返す。
養基小学校　５年　可児　萌桜　さん：「ありがとう」
　毎年、夏休みに遠くに住んでいる、ひいおばあちゃんに会いに行きます。今年おばあちゃんは病気で入院していた。退院したおばあちゃんに心
を込めて50羽鶴を折った。50羽しか折れなかったけど「元気でいてね」と渡すと、すごく喜んで「ありがとう」と言ってくれた。私も、おばあちゃんの
言葉に心があたたかくなってうれしかった。
揖斐特別支援学校　３年　藤原　宙輝　さん
　ラジオ体操に行ったとき、おばあさんに「あなたを見ていると元気が出るね」と言われ、とても嬉しかった。
揖斐高等学校　１年　窪田　有華　さん
　いつも家事や仕事で忙しいのに、毎日私のために弁当を作ってくれてありがとう。遅く帰ってきても、ご飯をちゃんと作っていてくれてありがとう。
お母さんの方が疲れているのにいつも仕事や家事をがんばってくれてありがとう。
揖斐高等学校　１年　河村　菜生　さん
私が悩んでいると、すぐに気付いてくれる友だち。「何でも言ってね。私が支えるから」と言ってくれた。いつも私の悩みをたくさん聞いてくれてありがとう。
私も負けないくらい友だちを支えようと思いました。
揖斐高等学校　２年　太田　優希　さん
　部活の試合で結果が出なかったとき、お父さんに「次がんばれ」と言われて、とても勇気づけられました。
揖斐高等学校　２年　伊藤　愛乃　さん
　雨が降った日は、母が迎えに来てくれる。そんなことは当たり前だと思っていたが、母は仕事終わりで疲れながらも遠いところまで迎えに来てく
れます。普段恥ずかしくて言ってないけど、いつかは必ず「ありがとう」って言えるようになりたいと思い、母に感謝でいっぱいです。
揖斐高等学校　３年　蜂矢　千尋　さん：「優しさと気遣いと感謝」
　中学生の時、自分が部活動で困っていると友だちが「大丈夫、何か困ったことがあったらいつでも言ってね。一人で抱え込まないで」と声をかけて
きてくれました。友だちも悩んでいたのに自分を気遣ってくれました。その優しさと言葉にとても救われました。ありがとう。
揖斐高等学校　３年　池田　琉斗　さん：「自分のやりたいことをしなさい」
　進路について悩んでいた時、お母さんが「自分のやりたいことをしなさい」と言って励ましてくれた。なんだかとても落ち着くことができた。
西濃学園　２年　白土　怜菜　さん：「凄いね」
　学校の行事で、標高２千メートル超えの蝶ヶ岳に登りました。初めての登山で不安だったし、必死についていき何とか登頂することができました。その時、
たくさんの先生が「凄いね」と声をかけてくれて、嬉しくて少し泣きそうになりました。
細野　由美子　さん
　公園でブランコから落ちた子どもに手をやいていると、知らない人が「大丈夫、大丈夫、すぐ痛くなくなるよ」と言って子どもの服の土を払ってくれ
ました。子ども２人の世話に少し疲れていた自分に言ってくれたようで、救われた気持ちになりました。
生田　美加　さん
　今年に入って、実家の父の病状が悪化して、介護やお世話をして疲れている私を見て、主人が「すこし休め」と言って気遣ってくれたので、すごく嬉し
かったです。
岸　啓司　さん
　一日仕事で疲れて家に着き、『おかえりなさーい』と大きな元気な声で娘が迎えてくれると、それだけで疲れが吹き飛びます。そんな当たり前の言葉が、
一番あったかく幸せを感じます。
小森　章恵　さん
　夕食のおかずを譲り合う子どもたち。「食べていい？」「半分ずつにする？」「お母さん、おいしいからもっと作ってよ」その言葉に、私は疲れもふっとび、
明日は何を作ろうかなって嬉しくなります。
広瀬　友子　さん
　３人の子育ても一段落し、働き始めた私。今までは３人が家に帰ってくると「おかえり」と言っていた私ですが、今年の夏休みは、私が「ただいま」で、
子どもたちが「おかえり」です。なんだか心が温まりました。２学期が始まったら、また、いろんな気持ちを込めて、私が「おかえり」と言う番です。
土屋　清美　さん
　いつも生活に追われて忙しいけど、寝るときに息子が言ってくれる一言に、明日も頑張ろうと思えます。「ママ大好き、僕ママの子どもで良かった」
こんなに素直に自分の気持ちが言える我が子が、とても素敵だと思えます。
山見　晃弘　さん
　じいさんの肩をマッサージする娘と息子。小遣い稼ぎかな？と見ていると、じいさんが100円玉を２枚渡そうと財布から出そうとしたとき、２人は
「いらない、じいちゃん、いつもありがとう」少し自分が恥ずかしくなりました。
安藤　恭廣　さん
　お客さんが来ていて、夫婦で書類を書いていたら、４年生の息子が「どうぞ」と、冷たいお茶をお客さんと私たちに出してくれました。頼んでいない
のに、自分で考えて気配りができた息子をとても素晴らしいと思いました。心があたたかくなりました。
鳥井　貴之　さん
　通勤中のことでした。横断歩道で中学生が自転車で止まっていたので渡らせてあげました。その子が渡り終えた時、頭を下げて「ありがとう」とお礼
を言ってくれました。会社までの道のりが、いつもより楽しく感じられた朝でした。こちらこそ「ありがとう」
藤田　順子　さん
　突然の雨に慌てて家に帰ったら、２人の息子が「大丈夫、洗濯物取り込んでおいたよ。せっかく乾いていたから、濡れたらお母さん、がっかりするかなーっ
て」本当にうれしかったよ。その心遣いにポロリときたよ。
沓名　亜由美　さん
　子供たちとシャボン玉遊びをしていた時のことです。「お隣に飛ばさないでね」と娘に言うと「シャボン玉がいくと幸せになるんだよ！お隣のおば
あちゃん幸せになぁれ！みんなしあわせになぁれ！」と、満面の笑みで言ったのです。私はなんだか胸が熱くなってしまいました。
瀧瀬　清美　さん
　日常の中で、みんなが使う「ありがとう」なんだか、ほんわかしてきます。「ありがとう」の言葉のまわりには、人の温かさが広がります。子どもから
大人まで、誰もが知っている言葉。感謝の気持ちを持って大切に使っていきたい魔法の言葉。「ありがとう」
西川　美和　さん
　近所のおばあちゃんは毎日、散歩をしていて時間が合うと私は話をします。たまにしか話せないけど、おばあちゃんはいつも、うれしそうに「若い
人と話ができて嬉しいよ」と言います。お年寄りの人と若い人は、もっと近づきお話ができる機会があるといいですね。
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地域交流センター竣工記念　「文化の町づくり事業」
窪田華堂（書）高間新治（写真）顕彰展

揖斐川町出身の作家で、永年にわたって芸術
（美術）活動に精励し、国内外や県下など広くで
大きな功績を挙げられた作家を顕彰し、その遺
作展を開催します。お誘い合せて、ぜひご来場
ください。
会期　２月１日（水）～５日（日）９時～ 17時
場所　地域交流センター「はなもも」
【お問い合せ】
　　　地域交流センター内文化協会事務局
　　　℡２２－１１２０
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増やそう!! わが家の家族時間　運動
「わが家の家族時間」の応募の一部を紹介します

揖斐川町青少年育成町民会議家庭部会では、「増やそう！！わが家の家族時間運動」を推進しています。
家族みんなで「家族時間」を大切にし、家族の絆が深まるように、皆さんが過ごした素敵な「家族時間」を
町内の小中学校に募集したところ沢山の応募がありました。地域の皆さんにも紹介したいと思います。

北方小学校　６年　千葉　知捺　さん 谷汲中学校　３年　岡本　萌　さん

題 今度家族でやってみたいこと

　梅干しの、しその葉とり 　だいこんを植える
（自分の感想）
はじめて、梅干し作りの手伝い
をしました。たくさんのしその
はを家族みんなでとりました。
朝早くおきてやりました。
そのしそを、しおでもんだりし
ました。はやくおいしい梅干し
がたべたいです。

（家族の感想）
ヘタをとったり、塩につけたり、シ
ソの葉をちぎったり、干したり、何
日もかかり、みんなで呼び合って
集って楽しい作業の時間でした。で
きたばかりの梅干しを味見して「こ
れこれ！うちの梅干し！」とうれし
そうでした。良い時間、良い体験が
できたなあと思いました。

題 今度家族でやってみたいこと

　家族で卓球 　大掃除
（自分の感想）
今年は、家族で卓球をしまし
た。みんなで楽しく出来たの
で良かったです。今回は、家
族で卓球をすることが出来た
ので、次は、家の掃除を全員
で行っていきたいです。

（家族の感想）
みんなで卓球ができて楽しかった
ね。萌は卓球部だから、さすがに上
手でしたね。またみんなでスポーツ
ができるといいね。
次の大掃除も、ぜひ楽しくやりま
しょう！！

１月８日（日）に、20歳の門出をお祝いする揖斐川町成人式を開催します。
今回、成人式の対象になる人は、平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた皆さんです。

日　時　　１月８日（日）　　　開場　13時　　開式　13時30分
場　所　　揖斐川町地域交流センター「はなもも」

町では、12月１日現在で町内に住民登録のある人、または平成23年度に町内中学校を卒業された人を
対象に成人式の案内状をお送りしました。

まだ案内状が届いていない、または12月１日以降に揖斐川町へ転入された人で、揖斐川町の成人式に
出席を希望される場合はお早めにご連絡をお願いします。

【お問い合せ】揖斐川町教育委員会社会教育文化課　　℡２２－２１１１（内線４７１）

成人式を地元で迎えませんか？

平成29年「はたちの献血」キャンペーン　「二十歳の君がつなげる命」
献血者が減少しがちな冬季に、安全な血液製剤を安定的に確保し、新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心とし

て広く国民各層に献血に関する理解と協力を求めることを目的とした「はたちの献血」キャンペーンが実施されます。
血液製剤には有効期限があるため、輸血用血液は年間を通じて安定的に確保することが大切です。また、少子高齢化が

進んだことにより若年者の献血数が減少傾向にあります。今後輸血を必要とする方々を支えていくために、若年層はもと
より各年層で支えあっていきましょう。

期　間　１月１日（日）～２月２８日（火）まで
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き　　り　　と　　り

第 30回　IBIGAWAフリーマラソン参加申込書
氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

私は IBIGAWA フリーマラソンの大会規則に従うとともに、大会中の事故や盗難などは、自己の責任において処理し、
主催者に責任を問わないことを誓約します。
　（小・中学生の個人申込の方は保護者の同意が必要です。）　　 保護者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

第30回　IBIGAWAフリーマラソン
誰でも自由に参加できるマラソンです。

あなたも 3km・10km に参加し、いびがわマラソンに挑戦しませんか !
ファミリー部門には、ご家族一緒にご参加ください。

主　　催 	 揖斐川町・揖斐川町教育委員会・揖斐川町体育協会
後　　援 	 岐阜新聞・岐阜放送
協　　力 	 揖斐警察署・揖斐川町スポーツ推進委員会
期　　日 	 平成29年2月26日（日）少雨決行
場　　所 	 健康広場ビッグランドからスタート	～	ゴール
概　　要 	 受　　付　　午前 9時から 9時 30分まで
	 受付場所　　健康広場ピロティー
	 開 会 式　　午前 9時 30分から健康広場ビッグランド（雨天の場合はアリーナ）
	 スタート　　10km………午前10時 00分
	 　　　　　　	 3km………午前10時 10分
	 ※　大会中止の場合は、午前 7時 30分に音声告知放送で連絡します。
部　　門 	 1 部……… 10km　　一般男子（高校生以上）	 5 部……… 	 3km　　小学生男子
	 2 部……… 10km　　一般女子（高校生以上）	 6 部……… 	 3km　　小学生女子
	 3 部……… 	 3km　　一般男子（中学生以上）	 7 部……… 	 3km　　ファミリー
	 4 部……… 	 3km　　一般女子（中学生以上）
参加資格 	 ①　	健康に自信がある人（各自の責任において事前に健康診断を受け、健康管理に十分注意して参

加してください）
	 ②　小・中学生は保護者の同意が必要です。（スポーツ少年団、部活動単位等の団体申込を除く）
表　　彰 	 ・1 ～ 6部門は10位まで表彰します。（7部ファミリーは 1位のみ表彰）
	 ・完走者には完走証をお渡しします。
	 ・3回目、5回目出場完走者には、メダルをお渡しします。（当日完走証を持参した人のみ）
申込方法 	 	下記の参加申込書に必要事項を記入の上、健康広場（℡ 21－3100）もしくは地域交流センター（℡

22－1120）へ提出してください。（健康広場 : 〒501－0603 揖斐川町上南方853－49）
	 ※地域交流センター窓口は、平成 29年１月５日（木）から受付開始となります。
申込期限 	 平成29年2月3日（金）（当日申込受付も行いますが、なるべく事前申込にご協力ください）
そ　の　他 	 ① 主催者は大会中の疾病や傷病、事故について、応急処置を除き一切の責任は負いません。
	 ②大会運営に関しては、関係役員の指示に従ってください。
	 ③大会当日のお問い合せは、午前8時00分以降に健康広場（℡21－3100）までおたずねください。
	 ④主催者は盗難・紛失に対し、責任は負いません。
	 ⑤本大会の記録は「ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会」の選手選考の参考とさせていただきます。
	 ⑥ 11時20分を過ぎても走行中のランナーは交通規制の関係上、競技を中断していただく場合があります。
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▲

第 30 回　IBIGAWAフリーマラソン　コースマップ
10㎞コース ３㎞コース

走 行 順 序
 ①→②→③→④→⑤→⑥→⑦→⑧→⑨→⑩→⑪→⑫→⑬→⑭
→⑮→⑯→⑰→⑱→⑲→⑫→⑪→⑩→⑨→④→③→②→①

走 行 順 序
①→②→③→④→⑤→⑥→⑦→⑧→⑨→
④→③→②→①

・大会当日は駐車場が大変混雑しますので、なるべく乗り合わせてご来場ください。
・降雪・積雪等で大会中止となる場合がありますので、ご了承ください。
・開催・中止のお問い合せは、揖斐川健康広場（Tel 21 － 3100）へ８時以降におたずねください。

とき：１／29（日）　９：３０～１３：００　　ところ：揖斐川町地域交流センター「はなもも」

☆開催イベント☆
◦オープニング～いび幼児園発表　9：30 ～
◦映画「それいけ！アンパンマン おもちゃの星のナンダとルンダ」
　　ホール ９：50 ～
◦くまさんのカップパン＆カルピスプリン　10：00 ～
　　講師：加納 敦子 先生 ／ 竹本 京子 先生　　
　　定員 24 組　　※1/13 ～申込受付開始・先着順
◦親子で HULA　①10：20 ～　②11：10 ～
　　講師：岩田 友紀 先生
◦今日で“なんちゃってイクメン”は卒業！　　講師：三輪 吉広 先生
◦家族で始めよう！子どもの「健口」講座　　
　　講師：水野 彰子 先生 ／ 早野 潔美 先生
◦きらきらママに変身♪　10：00 ～　ハンド・ヘッドマッサージ、眉メイク
◦ぎふの木のおもちゃ・キッズコーナー
◦森のようちえん
◦町専門職員による子育てよろず相談
◦町立幼児園（５歳児）作品展示＆あそびコーナー
◦フリ mama マーケット

 豚汁無料配布　１0：０0 ～

お問い合せ　　社会教育文化課・子育て支援課（役場内）・子育て支援センター
事前申込受付　社会教育文化課（役場内）　℡	22-2111（内線 472）

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
©やなせたかし／アンパンマン製作委員会2016

いびがわパパママ子育てフェスタを開催しますいびがわパパママ子育てフェスタを開催します



2017. 1  Public Information IBIGAWA 14
お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

大
和
小
学
校
２
年
生　
図
書
館
見
学

11
月
８
日（
火
）
大
和
小
学
校
２
年
生
、
27

人
が
、
揖
斐
川
図
書
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

２
年
生
は
、
生
活
科
の
授
業
で
町
の
施
設

を
見
学
し
、
ど
ん
な
役
割
や
仕
事
が
あ
る
か

を
学
習
し
ま
す
。
今
年
は
、
図
書
館
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
調
べ
、
実
際
に
利
用
す
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
図
書
館
の
本
は
、
何
冊
あ

る
か
と
か
、
何
人
働
い
て
い
る
か
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
質
問
を
し
、
図
書
館
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

幼
児
園
児
が
図
書
館
に
訪
問

勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
き
よ
み
ず
幼
児
園

と
や
ま
と
幼
児
園
が
、
揖
斐
川
図
書
館
を
訪

れ
、
職
員
に
感
謝
の
こ
と
ば
と
手
作
り
の
作

品
を
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
は
な
し
の
会
ま
ど
の
読
み
聞
か

せ
を
聞
き
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
好
き
な
絵
本

を
読
み
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
役
に
立
つ
図
書

館
と
な
る
よ
う
職
員
一
同
一
層
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
本
の
福
袋
」　
貸
出
し
ま
す
。

１
月
５
日（
木
）
～
８
日（
日
）
ま
で

　

い
ろ
い
ろ
な
本
が
詰
ま
っ
た
福
袋
を
貸
出

し
ま
す
。
年
齢
別
の
お
す
す
め
の
本
や
新
刊

が
入
っ
て
い
ま
す
。
何
の
本
が
入
っ
て
い
る

か
、
お
楽
し
み
に
。
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

「
お
と
ぎ
の
里
」
開
催
し
ま
し
た
。

12
月
３
日（
土
）
お
は
な
し
の
会
ま
ど
に

よ
る
年
に
一
度
の
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

は
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

ま
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、
人
形
劇
や
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
な
ど
日
頃
、
練
習
を
重
ね
た
作
品
を

上
演
し
ま
し
た
。

未
就
園
児
読
書
推
進
事
業

　
　
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
協
力
事
業
）

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
通
し
て
親
子
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

岐
阜
、
西
濃
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
活

動
を
行
っ
て
い
る
天
野
知
子
さ
ん
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
年
齢
別
で
２
つ
の
コ
ー
ス
に
分

け
、
各
年
齢
に
合
わ
せ
た
絵
本
の
選
び
方
や

読
み
聞
か
せ
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

11
月
22
日（
火
）
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

０
歳
・
１
歳
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ス

12
月
６
日（
火
）
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

２
歳
・
３
歳
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ス

休
館
日 

　

年
末
年
始

　
　

12
月
27
日（
火
）
振
替
休
館
日

　
　

12
月
29
日（
木
）
～
1
月
４
日（
水
）

　

毎
週
月
曜
日

１
月
10
日（
火
）
谷
汲
・
坂
内
図
書
館

の
み

※
年
始
は
１
月
５
日（
木
）
か
ら
開
館
し

ま
す
。

お
は
な
し
会

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

１
月
７
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

手
袋
人
形
「
か
く
れ
ん
ぼ
う
う
さ
ぎ
」

絵
　
　
本
「
お
も
ち
」
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揖
斐
川

　
　
　

１
月
の
予
定

６
日（
金
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

	

　
【
対
象
・
３
～

【
対
象
・
３
～
1212
か
月
児
】

か
月
児
】

12
日（
木
）	　

発
育
測
定　

受
付
９
時
～
10
時
15
分

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

13
日（
金
）	

♪
さ
く
ら
ん
ぼ
交
流（
Ｈ
27
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
お
正
月
あ
そ
び　

コ
マ
作
り
】

【
お
正
月
あ
そ
び　

コ
マ
作
り
】

18
日（
水
）	

♪
教
え
て
ド
ク
タ
ー

	

　
【
小
児
科
医
後
藤
医
師
と
の
座
談
会

【
小
児
科
医
後
藤
医
師
と
の
座
談
会
1414
時
～
時
～
1515
時
】
時
】

21
日（
土
）	　

第
3
土
曜
日
開
館
日

24
日（
火
）	

♪
り
ん
ご
交
流（
Ｈ
25
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
鬼
の
お
面
づ
く
り
】

【
鬼
の
お
面
づ
く
り
】

	

♥
働
き
た
い
マ
マ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク【【
1010
時
～
時
～
1212
時
】
時
】

26
日（
木
）	

♥
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
会

	

　
【
リ
コ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
】

【
リ
コ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
】

27
日（
金
）	

♪
い
ち
ご
交
流（
Ｈ
26
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
指
ス
タ
ン
プ
の
三
角
帽
作
り
】

【
指
ス
タ
ン
プ
の
三
角
帽
作
り
】

30
日（
月
）	　

ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ
Ｄ
開
始

31
日（
火
）	

♥
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

		

　
【
節
分
の
あ
そ
び
】

【
節
分
の
あ
そ
び
】

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
１
月
４
日（
水
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
、
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊	

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
か
ら
実
施
日
当
日
ま
で
、

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
電
話
予
約
不
可
）

♥
は
要
申
込
み
、
♪
は
要
申
込
み
で
、
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日	����������������������������

毎
週
月
曜
日	

９
時
～
16
時

発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　

	�������������������

月
～
金
曜
日	

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

	��������������������������

第
２
月
曜
日	

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

	��������������������������

第
３
土
曜
日	

10
時
～
12
時

※
詳
細
は
、℡
２
３

－

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターは、雪が降った日も戸外で雪遊びができます（防寒着各自準備） 

　自然環境のなかで未就学児を育てる「森のようちえん」
の一環として自然遊び体験を実施しました。
　地域の方々に準備していただいた木片や木の実、小枝
などを使ってミニツリーや芋づるリースを作り、トント
ンカチカチコーナーでは、子どもたちが家族と一緒にい
ろいろな形の木片を組み合わせて自由な発想で、ものづ
くりに挑戦していました。このような活動を今後も続け
て自然の良さを子どもたちに伝えていけたらと思います。
　当日はあいにくの雨で、焼き芋はできませんでしたが、
ふかし芋にしてはなモモボランティアさんにオーブンで
焼いてもらい、焼き芋風味でおいしくいただきました。

　11月は参加者の方からの予防接種や薬の正しい使
い方についての質問に丁寧に応えていただき、参加者
の皆さんは納得し、安心して帰られました。また、後
藤先生からは乳幼児の事故について、家の中では予想
される危険を取り除いた環境に気を付けるとよいこと
を教えていただきました。
　今年度は今回で最後です。皆さんの参加をお待ちし
ています。また、子育て支援センターに子どもの急病
ガイドブックもありますので、ご利用ください。

　日　時　1月18日（水）　14時～15	時
　場　所　揖斐川子育て支援センターショコラルーム
　申込み　揖斐川子育て支援センター受付
　※小学生のお子さんをお持ちの方も参加可能です。

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。子育て支援センター・いびがわアップル　℡２３－１１３６

一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

自然遊び体験と収穫祭 11月19日(土)
森林活用事業

（森のようちえん）

教えてドクター
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出前保育～地域で遊びと相談の場を設置～子育て
Q＆A

 2 歳 6 か月の男の子です。
食べ物の好き嫌いが多く、少食
なので心配です。よく食べるよう

にするにはどうしたらよいでしょう。

食事の量は個人差があります
が、基本的に主食、副食ともに
食べられるようになるといいで

すね。お子さんの１日の食事の量と食材
をみながら偏った食事にならないように
気をつけましょう。なるべく間食を少な
めにして、活動的に遊べば空腹感も増し
ます。そうすれば、食欲もでてきて嫌い
なものも食べられるようになることもあ
るでしょう。また、家族みんなで楽しい
食事時間を持つことが、お子さんの栄養
の倍加となるのではと思います。

●
ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば　

花
餅
作
り

～
き
た
が
た
幼
児
園
～

　

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に
活

動
を
楽
し
む『
ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば
』
の
時
間

に
、
今
回
は
花
餅
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
と
い
て
ね
」「
わ

か
っ
た
」「
足
り
な
く
な
っ
た
か
ら
赤
い
お

餅
を
も
ら
っ
て
来
て
」「
は
ー
い
」「
あ
か
、

く
だ
さ
い
」「
じ
ょ
う
ず
に
言
え
た
ね
」
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
白
緑
赤
の
餅
を
順
に
飾

り
、「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
か
な
ぁ
」
と
心

配
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
や
さ
し
い
言
葉

が
け
の
お
か
げ
で
根
気
良
く
枝
に
餅
を
飾
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
お
世
話

に
な
り
、
楽
し
み
な
が
ら
す
て
き
な
お
正
月

飾
り
が
で
き
、
み
ん
な
の
顔
は
ニ
コ
ニ
コ
！

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
の
餅
つ
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
さ
ぁ
み
ん
な
集
ま
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
餅
つ
き
機
の
中
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
目
、
そ
の
中
に
色
粉
を
入
れ
る
と

真
っ
白
い
餅
が
み
る
み
る
赤
く
な
る
様
子
を

見
て
思
わ
ず「
わ
ー
！
す
ご
い
！
」
と
子
ど

も
た
ち
の
目
が
真
ん
丸
に
。
つ
き
た
て
の
お

餅
は
き
な
こ
を
つ
け
て
、
お
部
屋
で
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

月
一
回
の
予
定
で
、
祖
父
母
の
方
や
地
域

の
方
と
一
緒
に
楽
し
む『
ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば
』

で
は
、
祖
父
母
の

方
な
ら
で
は
の
、

愛
情
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
大
好
き

な
お
じ
い
さ
ん
お

ば
あ
さ
ん
い
つ
ま

で
も
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

【11月10日　谷汲公民館で地域の方とクッキング】

【11月9日　くぜ幼児園で、園児とのふれあい遊び】

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

11 水
　　	出前保育：養基保育園（園児とのふれあい）

　　	町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

18 水

★　	出前保育：北方公民館（お正月遊び）※福笑いなどをします

　　	町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

★♪	揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

25 水 　　	出前保育：いび幼児園（園児とのふれあい）

◇	幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇	★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇	居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇	開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇	ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www�town�ibigawa�lg�jp/
	　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www�ibi-youchien�ed�jp/

1月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～

１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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受賞された皆さん、おめでとうございます！

対　象　揖斐川町にお住まいの 65 歳以上の方
どの公民館でご参加いただいても構いません。

受付・血圧測定：９時30分～　教室：10時～ 11時30分
公民館 部屋 日程（毎月） １月 開催日
揖斐 １階和室 第３木曜 １月19日（木）
大和 ２階集会室 第２木曜 １月12日（木）
北方 １階集会室 第３水曜 １月18日（水）
清水 １階集会室 第２金曜 １月13日（金）
小島 １階集会室 第４木曜 １月26日（木）
𦙾永 １階ホール 第１木曜 １月  5日（木）

持ち物　運動のできる服装、水分、タオル
　　　　教室ファイル（お持ちの方）、
　　　　上靴（揖斐は和室のため不要）

【お問い合せ】
　地域包括支援センター　℡２３－１３４１

　足腰を丈夫にしたい方におすすめの、
自宅で続けられる体操を紹介します。
　参加無料、申込み不要です！

　揖斐川町では高血圧の方、糖尿病・糖尿病予備群
の方が多くみえます。生活習慣病の基本と言われる
『節塩』をして食習慣を見直してみませんか。

　対　象　健康に関心のある方ならどなたでも
　時　間　9:45～ 13:00（各回）
　内　容　お話と調理実習
　定　員　各20人　　参加費　３００円
　持ち物　エプロン・三角巾・布巾

【申込み・お問い合せ】
　揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

生活習慣病予防教室

開催日 場　所 申込期限
２月  9日（木） 揖斐川保健センター ２月  2日（木）
２月21日（火） 北方公民館 ２月14日（火）
２月22日（水） 深坂深根公民館 ２月15日（水）
２月23日（木） 久瀬公民館 ２月16日（木）
２月28日（火） かすがモリモリ村 ２月21日（火）
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他２名　順不同

　西濃口腔保健協議会では80歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰する「８０２０運動」を行って
います。今年は11月27日（日）に大垣市で表彰式があり、揖斐川町では30人の方が表彰されました。
　表彰された皆さんは次のとおりです

　自分の歯で食べることができると、どんな
ものでもおいしく食べることができ、全身の
健康状態もよくなります。
　歯を失う原因の多くは、虫歯と歯周病です。
特に歯周病は自覚症状のないまま進み、40歳
代から歯を失う比率が急に高くなります。ま
た歯周病は、全身のさまざまな病気の要因と
なります。
　歯の健康・体の健康のために、毎日の歯磨
きと定期的な歯科健診でプロのケアを受け、
｢６０２４（60歳で24本）｣「８０２０（80歳で20
本）」を目指してみませんか？

高血圧や糖尿病が気になる方
参加しませんか？

１月のおたっしゃ教室

「８０２０よい歯の高齢者表彰」
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平成29年4月から
介護予防・日常生活支援総合事業がはじまります
団塊の世代が75歳以上になる平成37年（2025年）にかけて、ひとり暮らしや高齢者夫婦のみの
世帯が増加していくことが予想されるなか、高齢者が住みなれた地域で生活を続けていくために、
多様なニーズを地域全体で支えることを目的に平成29年4月1日から介護予防・日常生活支援総合
事業（総合事業）が始まります。この事業の開始に当たり、高齢者自身も、自分なりに地域での「役割」
や「生きがい」を持つなど、介護予防に努めることが大切です。

総合事業とは？
総合事業は、「介護予防・生活支援サービス事業」と「一般介護予防事業」から構成されます。

「介護予防・生活支援サービス事業」は、要支援認定を受けた人や基本チェックリストにより事業
対象者となった方が利用できるサービスです。「一般介護予防事業」は、65歳以上のすべての方が
利用できるサービスです。一人ひとりの状況に応じたサービスが利用できます。

総合事業の特徴
多様な主体による多様なサービスを展開していきます

高齢者を含めた幅広い世代の町民、ボランティア、事業所等、さまざまな人、団体の活動を支援し、
高齢者に対するサービスを充実します。

社会参加の視点を取り入れた介護予防を促進します
高齢者が地域や社会の中での役割を持ちながら、いきいきとした生活を継続することを目指します。

介護予防訪問介護と介護予防通所介護が総合事業に移行します
介護予防給付（要支援の人に対するサービス）のうち、介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）、
介護予防通所介護（デイサービス）を総合事業に移行し、町の事業（サービス）として実施します。
ご利用の皆さんに負担がかかることのないよう、従来のサービス体制を維持します。

＜お問い合せ先＞
揖斐川町地域包括支援センター（揖斐川町役場１階 福祉課内）
電話：２３－１３４１（直通）　２２－２１１１（代表）

あわせて、住み慣れた地域で暮らし続けるために、次の事業が充実します
在宅医療・介護の
連携を推進します

認知症施策を
推進します

地域ケア会議を
充実します

生活支援サービスの
充実・強化を行います

介護給付（要介護１～５）

総合事業
（要支援１・２、総合事業対象者）

訪問型サービス、通所型サービス

予防給付（要支援１・２）

▼移行後（平成29年 4月以降）

予防給付（要支援１・２）

訪問介護（ホームヘルプ）、
通所介護（デイサービス）

福祉用具貸与、訪問看護
通所リハビリテーション等

介護給付（要介護１～５）

▼移行前



19 Public Information IBIGAWA  2017. 1

 病児・病後児保育室「いびっこ」のご案内 
　「いびっこ」は、子どもが病気の時、保護者に代わって一時的に子どもを預かり、子どもの体調に
合わせて保育と看護を行います。
■登録について
　登録は毎年度必要です。昨年度登録された方も、再度提出してください。
　登録を希望される方は、事前に「登録申請書」を揖斐川町役場子育て支援課に提出してください。
　申請用紙は役場 子育て支援課・各振興事務所にあります。町ホームページからもダウンロードできます。

※  登録申請書は、お子様の保育と看護を適切に行うために大切な役割を果たすものです。予防接種や発達の状況など、詳しく記入してください。
■開室場所 揖斐厚生病院 本館棟５階　　　■定員　３名　
■利用対象者 幼児園・小学校などに通う生後８ヶ月から小学校３年生までの子ども

（未就園児も、家庭で保育を行うことが困難な場合、お預かりできます）
■利用日時 月～金曜日　午前８時～午後６時（土日祝、年末年始は休室）　※１疾病につき７日が限度
■利用料金 ４時間まで：1,000円、４時間を超える場合：2,000円（１日あたり）
■申込み 利用日前日の午後５時までに、揖斐厚生病院（℡２１－１１１１）へ電話で申込み（土日祝不可）
※急な発熱などにより利用を希望の場合、当日朝の受付も可能。かかりつけ医の「診療情報提供書」、「利用申込書」
「保育に必要なもの」を持参し、来室してください。

【お問い合せ】揖斐川町役場子育て支援課　℡２２－２１１１

次の方々が12月１日付けで民生委員・児童委員および
主任児童委員に就任されました。

今後、地域の皆さんからの相談や地域福祉活動など
にご尽力いただきます。

民生委員・児童委員および
主任児童委員を紹介します

民生委員・児童委員
地区 氏　　名 担　当　地　域

揖斐川

内藤　自子 北新町・大光寺
成瀬　キミ子 上町・昭和町・上新町
丸山　敏子 中町・下町
小林　千佐子 下新町・松原
玉垣　久美子 七間町・上ミ野
山本　鉄彦 栄町・前島
小森　清晟 小谷・小野・桜町・志津山
松原　いく子 下岡島・上岡島・緑ヶ丘
宗宮　倭玖子 房島１区～３区
遠藤　里美 房島４区～６区
花木　幹雄 伊尾野・桂・若松・伊尾野団地
成瀬　郁子 南方
今村　繁子 極楽寺・間田瀬・姥坂
若原　光子 表山・大和団地・雇用促進住宅
廣瀬　律子 北方１区
小谷　まゆみ 北方２区・北方３区
宮川　ますみ 北方４区 ～ 北方７区
瀬川　 白樫・市場の一部
宮内　悦子 瑞岩寺・市場の一部
瀬川　武夫 上野
宮部　敬子 上東野・堀・野中
小寺　義則 大門・溝尻
石橋　裕子 黒田・新宮・岡
細江　勝英 二ノ宮
松原　すみゑ 和田
古田　榮子 八幡、北町、中町
野原　金枝 南町、杉原、清水東
阪巻　満寿江 小柳・福島
立川　貞一 長良・島・野田
土川　裕 新栄町・出屋敷・五反田
谷村　恵司 中村・東・中・北瀬古・加茂
牧村　髙義 溝口・浜里

地区 氏　　名 担　当　地　域

谷汲

長柄　享子 深坂
竹中　敬子 大洞
平井　壽人 下名礼・中名礼
細野　讓 上名礼
山本　ひとみ 徳積
所　峰子 高科・伊野
山本　美代子 岐礼・沖野
奥村　静恵 府内・上長瀬
岡部　眞由美 下長瀬・赤石・山田
杉山　寛 木曽屋・有鳥
古野　幸博 神原

春日

林　孝芳 樫・下ヶ流
佐名　敏已 滝・上ヶ流
中村　敬雄 中山・香六
藤原　辰実 小宮神
小寺　てつ代 川合
小寺　明 古屋
新川　輝美 寺本、尾西
市川　由紀子 種本、中瀬

久瀬

高橋　浅恵 乙原
綾木　旗江 東津汲・樫原
高橋　美奈子 小津
高橋　寿子 日坂
高橋　道子 西津汲
河合　久夫 外津汲
廣瀬　昇 三倉

藤橋 横山　法子 西横山
中村　和子 東横山

坂内

菅原　久美子 広瀬北
清水　信子 広瀬東西
山口　スミノ 坂本
今井　頼子 川上
前川　光男 諸家

主任児童委員
地区 氏　　名 担　当　地　域

揖斐川町

髙橋　紀久子 揖斐川地域
小椋　ますみ 揖斐川地域
神原　勝子 谷汲地域
今村　久美 谷汲地域
小寺　一江 春日地域
森　智子 久瀬地域
中島　ともゑ 藤橋地域
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構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
２
０
０
円
～

③
𦙾
永
駅
前
住
宅　
１
戸

・
住
所　

揖
斐
川
町
𦙾
永
６
４
２
の
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

２
台

・
家
賃　

２
６
，
８
０
０
円
～

④
北
方
奥
郷
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住
所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　

１
台

・
家
賃　

２
５
，
２
０
０
円
～

⑤
北
方
奥
郷
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　

１
台

・
家
賃　

２
０
，
１
０
０
円
～

■
敷
金　
　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
、
敷
金

が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
３
戸

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
３
，
３
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

　
　
　
　
　
　

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

　平成 29年２月 19日執行予定の揖斐川町議会議員選挙におけ
る立候補予定者説明会を、以下の日程で行います。

　　　　■日時　平成 29年１月 31日 ( 火 )　
　　　　　　　　午前 10時～

　　　　■場所　揖斐川町役場 3階　防災対策室

【お問い合せ】揖斐川町選挙管理委員会　℡ 22ー 2111

揖斐川町選挙管理委員会からのお知らせ
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あ
な
た
も
『
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
』に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
家
族
だ
け
で
は
な

く
地
域
の
見
守
り
が
あ
る
こ
と
で
、
自
宅
で

生
活
を
続
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
、
認
知
症

の
方
と
そ
の
家
族
の
応
援
者
で
あ
り
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て
る
講
師
役
で
も
あ
り

ま
す
。

　

町
で
は
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
の
た
め
、
町
内
の
高
等
学
校
な
ど

へ
出
向
い
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
養
成
講
座

■
日
時　
１
月
21
日
（
土
）

■
場
所　
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館

■
内
容　
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
役
割
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
運
営
方
法
等（
受
講
無
料
）

■
条
件　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
、
年
間
10
回
程
度
（
最
低
３
回
）、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
立
場
で
行
え
る
方
。

■
申
込
締
切　
１
月
６
日
（
金
）

【
お
問
い
合
せ
】
揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課　

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

  

（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

見
積
り
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
派
遣
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
短

時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し
い
と
い
う
事
業
主
様

も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
短
期
利
用
可
）

■
仕
事
例

　

畑
仕
事
、草
刈
り
・
草
取
り
、ペ
ン
キ
塗
り
、

襖
・
障
子
貼
り
、
宛
名
書
き
、
病
院
等
の
付

き
添
い
、
家
事
援
助
（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、

風
呂
掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、

片
付
け
）、
軽
作
業
、
社
内
清
掃　

等

■
会
員
募
集

　

近
年
、
仕
事
の
依
頼
は
増
加
し
て
お
り
、
そ

れ
に
対
応
す
る
会
員
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。

・
町
内
に
お
住
ま
い
の
、
60
歳
以
上
で
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

・
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
説
明
会
を
受
け
、

そ
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
。

・
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
会
費
を

納
入
さ
れ
た
方
。

　

平
成
29
年
度
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

を
、
２
月
下
旬
か
ら
町
内
各
地
区
で
実
施
し

ま
す
。
来
月
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７（
８
時
30
分
～
17
時
）

 

岐
阜
県
学
生
会
館
の
入
寮
者
を
募
集

■
応
募
資
格　
岐
阜
県
出
身
者
で
平
成
29
年

４
月
に
東
京
近
郊
の
大
学
・
大
学
院
に
入
学

予
定
の
人

■
寮
の
場
所　
東
京
都
八
王
子
市
（
八
王
子

駅
、
京
王
八
王
子
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

■
募
集
人
員　
男
子
15
人
、
女
子
10
人
程
度

■
入
寮
費
用　
寮
費
月
５
８
，３
０
０
円（
管

理
費
・
食
費
含
）
入
寮
金
15
万
円
、
敷
金

７
万
円

■
面
接　
　
　

　

３
月
11
日
（
土
）　

10
時
30
分
～

　

場
所
：
岐
阜
県
学
生
会
館
（
八
王
子
市
）

■
申
込
み
締
切　
各
面
接
日
の
３
日
前
（
応

募
書
類
必
着
）

　

詳
し
く
は
会
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

【
お
問
い
合
せ
】
岐
阜
県
学
生
会
館
事
務
局

　

℡
０
４
２

－

６
４
６

－

６
５
６
１

自　衛　官　募　集

※受験資格の年齢は平成29年４月１日現在です。
※合格発表：試験時にお知らせします。
【お問い合せ】	 自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所
	 大垣市林町５－18　光和ビル２階
	 ℡０５８４－７３－１１５０

 募集種目 受験資格 受付期間 試験期日
自衛官
候補生

18歳以上
27歳未満の者 男子 通年 平成29年

１月26日（木）

２
月
14
日
に「
氷ひ
ょ
う灯と
う夜や
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

芽
室
町
で
は
毎
年
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

の
日
に
氷
灯
夜
を
開
催
し
て
お
り
、
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
灯
式
や
ス
ノ
ー
ブ
ラ

イ
ダ
ル
、
地
上
絵
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々

な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。

氷
灯
夜
の
は
じ
ま
り
は
、
当
時
の
芽
室

町
観
光
協
会
会
長
が
、
ス
イ
ス
の
手
前
の

町
で
、
小
高
い
丘
に
あ
る
教
会
の
参
道
に

並
ぶ
30
個
ほ
ど
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を

見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
神
秘

的
な
美
し
さ
に
、
芽
室
で
も
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

き
れ
い
な
氷
作
り
に
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃

が
最
適
と
言
わ
れ
ま
す
。
冷
え
込
み
の
厳

し
い
中
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
が
実

行
委
員
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
進
め

ら
れ
ま
す
。バ
ケ
ツ
か
ら
氷
を
取
り
出
し
、

ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
水
を
抜
い
て
完
成

し
た
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
火
が
灯
る

日
を
倉
庫
の
中
で
待
ち
ま
す
。昨
年
は
５
，

０
０
０
個
も
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
設

置
し
ま
し
た
。

今
年
も
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
の
、

ゆ
ら
ゆ
ら
と
煌
め

く
ろ
う
そ
く
の
炎

が
雪
景
色
を
あ
た

た
か
く
映
し
出
す

こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
平
成
28
年
11
月
分
）

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

立
川　

テ
ル
子　

さ
ん（
上
野
）

11
月
５
日（
土
）　

95
歳

増田　つるさん（清水）
� 11月25日（金）95歳

今西　はなゑさん（三輪）
� 11月７日（月）95歳

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

◇
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
へ

・
公
益
財
団
法
人
田
口
福
寿
会 

代
表
理
事

田
口
義
隆
様
か
ら
協
賛
金
４
０
０
万
円

・
西
濃
建
設
㈱
代
表
取
締
役 

笹
田
哲
夫
様

か
ら
協
賛
金
３
０
０
万
円

・
ア
ピ
㈱
代
表
取
締
役 

野
々
垣
孝
彦
様
か

ら
協
賛
金
２
０
０
万
円

・
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び
が
わ
様
か
ら
協
賛

金
１
０
０
万
円

・
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
給
水

所
物
品
30
万
円
分

・
大
垣
共
立
銀
行
様
か
ら
２
５
０
万
円

・
イ
ビ
デ
ン
㈱
様
か
ら
２
０
０
万
円

・
㈲
揖
斐
川
清
掃
様
か
ら
１
０
０
万
円

・
大
垣
西
濃
信
用
金
庫
様
か
ら
１
０
０
万
円

・
岐
阜
商
工
信
用
組
合
様
か
ら
１
０
０
万
円

・
Ｊ
Ａ
い
び
川
様
か
ら
15
万
３
千
円
と
お
米

４
俵
、
お
に
ぎ
り
９
，
０
０
０
個

　

な
ど
町
内
外
計
１
３
１
社
の
皆
さ
ま
か
ら

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
へ
多
く
の
協
賛
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
派
遣
団
へ

　

更
生
保
護
女
性
会
様
か
ら
、
い
び
が
わ
マ

ラ
ソ
ン
時
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
た
セ

ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
派
遣
団
へ
の
お
土
産
と

し
て
、
折
り
紙
の
コ
マ
、
折
り
鶴
、
し
お

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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窓口だより

【発行】揖斐川町　　【編集】企画部政策広報課
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窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

広報いびがわ2016年12月25日発行　No
. 143

12 月 26 日（月）	 固定資産税　3期分
	 国民健康保険税　8期分
	 後期高齢者医療保険料　6期分

	 1 月 31 日（火）	 町（県）民税　4期分
	 国民健康保険税　9期分
	 後期高齢者医療保険料　7期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

	 8日（日）	 ・消防出初式／成人式

21日（土）、22日（日）	・地域交流センターまつり

29日（日）	 ・いびがわパパママ子育てフェスタ

	 　／岐阜県知事選挙

平成28年11月届出分

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 １ 区 森　本　たか子 93

北 方 １ 区 藤 波 　 博 74

北 方 １ 区 宮 川 康 一 95

北 方 ２ 区 髙 橋 春 江 92

北 方 ５ 区 折 戸 廣 征 92

極 楽 寺 本 秀 子 90

姥 坂 富 田 義 光 80

房 島 ６ 区 所 　 仁 之 95

上 新 町 坪 井 　 昇 79

福 島 河 瀬 亜 紀 50

東 瀬 古 野　𠩤　シゲ子 80

上 野 立　川　テル子 95

上 野 瀨 川 幸 雄 88

上 野 豊 田 も よ 92

谷 汲 深 坂 廣 瀨 舜 二 91

谷 汲 大 洞 竹　中　みやの 99

谷 汲 岐 礼 長谷川　よ ゑ 101

春 日 六 合 所 　 和 郎 85

春 日 六 合 野　田　もゝゑ 99

春 日 中 山 四 井 誠 行 83

春 日 美 束 新 川 　 豊 95

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

松 原 髙
たか

崎
ざき

　 楓
ふう

駿 吾 久美子

和 田 窪
くぼ

田
た
　 基

もとい
崇 道 裕 子

夫 妻

細 野 晃 広（北方２区） 後 藤 詩 織（大垣市）

牛 嶋 　 龍（七間町） 青 山 恭 子 （三重県桑名市）

梅 田 将 貴（谷汲徳積） 佐 藤 麻 衣 （羽島市）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合 　 　 計 22,176 （�△ 43） 10,601 11,575 8,075 （� △ 1）

揖 斐 川 地 域 16,468 （�△ 21） 7,905� 8,563� 5,713�（� 1）

谷 汲 地 域 3,132 （�△ 16） 1,504� 1,628� 1,130�（� △ 4）

春 日 地 域 1,013 （� △ 2） 481� 532� 475�（� 2）

久 瀬 地 域 949 （� △ 3） 442� 507� 402�（� 0）

藤 橋 地 域 229 （� 0） 110� 119� 140�（� 0）

坂 内 地 域 385 （� △ 1） 159� 226� 215�（� 0）

出生 4人 /死亡 35人 /転入等 28人 /転出等 /40 人
〈平成 28年 11月 30日現在〉

※住民基本台帳人口に基づき、平成29年１月号より外国人を含めた人口をお知らせします。
　（人口・世帯数については町ホームページにも掲載しています。）

年末年始　役場閉庁日のお知らせ
12月29日(木)～1月3日(火)までの期間
役場は通常業務をおこなっておりません。

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

Birth出生　お誕生おめでとう

納期限のお知らせ1月の主な行事

Population人口
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